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回次
第９期

第２四半期累計期間
第８期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年９月30日

自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

売上高 （千円） 6,840,397 13,886,281

経常利益 （千円） 286,429 612,539

四半期（当期）純利益 （千円） 182,043 423,521

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 100,000 100,000

発行済株式総数 （株） 1,714,000 1,714,000

純資産額 （千円） 1,163,825 990,351

総資産額 （千円） 5,220,299 5,522,000

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 106.21 247.10

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

１株当たり配当額 （円） － 5

自己資本比率 （％） 22.3 17.9

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 93,791 978,093

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △7,388 △35,430

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △14,106 △959,404

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 993,289 920,993

回次
第９期

第２四半期会計期間

会計期間
自　2022年７月１日
至　2022年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 74.20

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社は非上場で

あるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

３．当社は、第８期第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第８期第２四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

４．当社は、2021年９月30日開催の取締役会決議により、2021年11月１日付普通株式１株につき1,000株の割合

で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半

期（当期）純利益」を算定しております。

５．持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

６．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を前事業年度の期首から適用しており、当第２四半期累計期間に係る主要な経営指標等について

は、収益認識会計基準等を適用した後の指標等となっております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また主要な関係会社

における移動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告書

（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前第

２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行ってお

りません。

(1）財政状態の状況

（資産）

　当第２四半期会計期間末における流動資産は4,168,076千円となり、前会計年度末に比べ276,893千円減少いたし

ました。これは主に現金及び預金が72,296千円、棚卸資産が469,892千円増加したものの、受取手形、売掛金及び

契約資産が766,694千円減少したこと等によります。固定資産は1,052,222千円となり、前事業年度末に比べ24,807

千円減少いたしました。これは主に無形固定資産が16,639千円、投資その他の資産が7,958千円減少したこと等に

よります。この結果、総資産は5,220,299千円となり、前事業年度末に比べ301,700千円減少いたしました。

（負債）

　当第２四半期会計期間末における流動負債は2,639,639千円となり、前会計年度末に比べ482,211千円減少いたし

ました。これは主に前受金が84,740千円増加したものの、買掛金が289,831千円、未払費用が268,973千円減少した

こと等によります。固定負債は1,416,834千円となり、前事業年度末に比べ7,037千円増加いたしました。これは主

に退職給付引当金が12,337千円増加したこと等によります。この結果、負債合計は4,056,474千円となり、前事業

年度末に比べ475,174千円減少いたしました。

（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産合計は1,163,825千円となり、前会計年度末に比べ173,473千円増加いた

しました。これは主に四半期純利益182,043千円及び剰余金の配当8,570千円によるものであります。

この結果、自己資本比率は22.3％（前会計年度末は17.9％）となりました。

(2）経営成績の状況

　当第２四半期累計期間における国内経済は、６月下旬より新型コロナウイルス感染症第７波の到来により、感染

者数は過去 大を記録しましたが、８月下旬より徐々に減少傾向を見せ、政府は水際対策を大幅に緩和いたしまし

た。また、中国・上海市のロックダウンや半導体不足による影響も徐々に緩和の動きが見られるものの、世界的な

資源高騰、円安による原材料価格の上昇などから、日本経済には引き続き大きな影響が懸念されます。

　一方で、日本企業の設備投資は本年に入って拡大が予想されており、個人消費の回復とともに国内経済は持ち直

しの動きが顕著となってきております。

　そのような中、当社では、ソリューション事業において上記理由によるPCの納期遅延の影響により、計画が月ず

れするケースもありましたが、業績は概ね順調に推移しております。また、2022年６月７日に閣議決定した「経済

財政運営と改革の基本方針2022」により、保険医療機関・保険薬局においては、2023年４月からオンライン資格確

認を導入することが原則として義務付けられ、顔認証付きカードリーダーの設置等体制整備が必要となりました。

当社にも多くの企業から設置作業の依頼が来ていることから、第３四半期以降の業績も順調に推移すると予測して

おります。

　当第２四半期累計期間の業績は、売上高6,840,397千円、営業利益281,230千円、経常利益286,429千円、四半期

純利益182,043千円となりました。

　セグメントの業績は、次の通りであります。

　なお、「セグメント利益」は、本源的な事業の業績を図るために、本社管理部門の販売費及び一般管理費配賦前

の営業損益を示しており、各報告セグメントの全社への貢献を明確化した利益指標であります。
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　保守サービス事業

　事業の主軸であるメディコム保守は、第１四半期に引き続き、既存顧客の機器リプレース時に契約形態を当社と

顧客がメディコムハード保守契約を直接締結する方式から、顧客とベンダーがハード保守契約を締結し、ベンダー

から当社が保守料を受託するシステムサポート契約方式への切替が進んでいることから、売上実績は減少傾向にあ

ります。一方でこの契約方式になることで、これまで未契約であった顧客との契約締結が促進されていることか

ら、契約件数は増加傾向にあります。

　また、前年度ソリューション事業において設置展開した機器の新規保守依頼が増加しております。更に、既存顧

客からの保守エリア拡大要請、新規顧客からの保守依頼等もあり、事業全体は順調に推移しております。

　当第２四半期累計期間の業績は、売上高2,270,231千円、セグメント利益365,439千円となりました。

　ソリューション事業

　ソリューション事業では、第１四半期に引き続きインサイドセールスにより営業活動の強化を図り、新規案件の

受託件数が増加傾向にあります。また、各支店の活動が、コロナ禍による行動制限が徐々に緩和されてきたことに

より活性化しており、新規、既存顧客共に案件を受託する機会が増えております。

　加えて、機器の販売及びキッティング作業案件が引き続き順調に受託できており、第２四半期の業績に大きく貢

献しております。

　当第２四半期累計期間の業績は、売上高3,494,657千円、セグメント利益は262,193千円となりました。

　人材サービス事業

　当第２四半期においては、既存取引先への派遣者の増加、更に新規顧客先への派遣も開始できていることから、

事業全体は順調に推移しております。

　当第２四半期累計期間の業績は、売上高1,075,507千円、セグメント利益は177,617千円となりました。

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「現金」という。）は、993,289千円となりました。当

第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況及びそれらの要因は次の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金は、93,791千円の増加となりました。これは主として棚卸資産の増加469,892千円、

仕入債務の減少289,831千円、未払金の減少281,260千円及び法人税等の支払102,499千円等の支出があったもの

の、税引前四半期純利益286,429千円、売上債権の減少額766,694千円等の収入があったことによります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金は、7,388千円の減少となりました。これは主として無形固定資産の取得による支出7,316

千円があったことによります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金は、14,106千円の減少となりました。これは主としてリース債務の返済による支出5,536千

円、配当金の支払額8,570千円があったことによります。

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状況、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありませ

ん。

(5）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

(6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

(7）研究開発活動

　該当事項はありません。
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(8）経営成績に重要な影響を与える要因

　新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「事業等のリスク」中の経営成績に重要な影響を与

える要因について重要な変更はありません。

(9）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社の運転資金、設備資金等の所要資金につきましては、営業活動で得られた資金を財源としております。

また、当社の現金及び現金同等物により、現在必要とされる資金水準を満たす流動性を保持していると考えており

ます。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,850,000

計 6,850,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年11月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,714,000 1,714,000 非上場

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であり、単元株式数

は100株でありま

す。

計 1,714,000 1,714,000 － －

②【発行済株式】

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2022年７月１日～

2022年９月30日
－ 1,714,000 － 100,000 － －

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】
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2022年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合

（％）

株式会社ヒューマンサービス 千葉県船橋市海神町３-119-55 1,116,000 65.11

PHC株式会社 愛媛県東温市南方2131番地１ 296,000 17.27

福留　泰蔵 千葉県船橋市 112,000 6.53

エヌ・デーソフトウェア株式会社 山形県南陽市和田3369 76,000 4.43

SHINKO従業員持株会
東京都台東区浅草橋５丁目20番８号

株式会社SHINKO内
60,000 3.50

佐山　龍一 東京都江東区 18,000 1.05

高坂　喜一 千葉県印西市 9,000 0.53

石田　英章 東京都中野区 9,000 0.53

菊池　薫 埼玉県越谷市 9,000 0.53

佐藤　秀樹 埼玉県三郷市 9,000 0.53

計 － 1,714,000 100.00

（５）【大株主の状況】

2022年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式1,714,000 17,140

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 1,714,000 － －

総株主の議決権 － 17,140 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2022年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

②【自己株式等】
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第204条第６項の規定に基づき、第２四半期会計期間

（2022年７月１日から2022年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に

係る四半期財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

４．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
（2022年３月31日）

当第２四半期会計期間
（2022年９月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 920,993 993,289

受取手形、売掛金及び契約資産 2,875,077 2,108,383

棚卸資産 ※１　249,433 ※１　719,325

その他 399,553 347,192

貸倒引当金 △88 △114

流動資産合計 4,444,969 4,168,076

固定資産

有形固定資産 117,852 117,643

無形固定資産 130,207 113,567

投資その他の資産

繰延税金資産 501,506 501,506

その他 327,463 319,505

投資その他の資産合計 828,970 821,011

固定資産合計 1,077,030 1,052,222

資産合計 5,522,000 5,220,299

負債の部

流動負債

買掛金 1,360,328 1,070,496

未払法人税等 102,333 104,220

賞与引当金 216,448 210,708

前受金 578,305 663,046

未払費用 822,843 553,870

その他 41,591 37,297

流動負債合計 3,121,851 2,639,639

固定負債

退職給付引当金 1,160,670 1,173,007

資産除去債務 60,873 60,905

その他 188,252 182,921

固定負債合計 1,409,796 1,416,834

負債合計 4,531,648 4,056,474

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

利益剰余金 890,351 1,063,825

株主資本合計 990,351 1,163,825

純資産合計 990,351 1,163,825

負債純資産合計 5,522,000 5,220,299

１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

売上高 6,840,397

売上原価 5,194,779

売上総利益 1,645,617

販売費及び一般管理費 ※　1,364,387

営業利益 281,230

営業外収益

受取利息 54

保守契約解約益 3,653

その他 2,675

営業外収益合計 6,383

営業外費用

支払利息 158

損害賠償金 872

その他 152

営業外費用合計 1,184

経常利益 286,429

税引前四半期純利益 286,429

法人税等 104,385

四半期純利益 182,043

（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】
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（単位：千円）

第２四半期累計期間

（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 286,429

減価償却費 32,774

貸倒引当金の増減（△は減少） 26

賞与引当金の増減（△は減少） △5,739

退職給付引当金の増減（△は減少） 12,337

受取利息 △54

支払利息 158

損害賠償金 872

売上債権の増減（△は増加） 766,694

棚卸資産の増減（△は増加） △469,892

その他資産の増減（△は増加） 60,351

仕入債務の増減（△は減少） △289,831

未払金の増減（△は減少） △281,260

その他負債の増減（△は減少） 84,402

小計 197,268

利息の受取額 54

利息の支払額 △158

損害賠償金の支払額 △872

法人税等の支払額 △102,499

営業活動によるキャッシュ・フロー 93,791

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △72

無形固定資産の取得による支出 △7,316

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,388

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △5,536

配当金の支払額 △8,570

財務活動によるキャッシュ・フロー △14,106

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増加額 72,296

現金及び現金同等物の期首残高 920,993

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※　993,289

（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
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前事業年度
（2022年３月31日）

当第２四半期会計期間
（2022年９月30日）

商品 191,092千円 617,874千円

仕掛品 42,018 85,711

保守部品及び貯蔵品 16,321 15,738

前事業年度
（2022年３月31日）

当第２四半期会計期間
（2022年９月30日）

当座貸越極度額及び貸出コミットメ

ントの総額
1,000,000千円 1,000,000千円

借入実行残高 － －

差引額 1,000,000 1,000,000

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※１　棚卸資産の内訳は次のとおりであります。

２　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行２行と当座貸越契約及び貸出コミットメント

契約を締結しております。これら契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

当第２四半期累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

給料及び手当 302,941千円

賞与引当金繰入額 56,498

減価償却費 29,908

退職給付費用 17,982

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

当第２四半期累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

現金及び預金勘定 993,289千円

現金及び現金同等物 993,289

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月21日

定時株主総会
普通株式 8,570 5 2022年３月31日 2022年６月22日 利益剰余金

（株主資本等関係）

当第２四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．配当金支払額

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（持分法損益等）

　当社は関連会社を有していないため、該当事項はありません。

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期

損益計算書

計上額

保守サービス

事業

ソリューション

事業

人材サービス

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 2,270,231 3,494,657 1,075,507 6,840,397 － 6,840,397

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － －

計 2,270,231 3,494,657 1,075,507 6,840,397 － 6,840,397

セグメント利益

（注）２
365,439 262,193 177,617 805,250 △524,019 281,230

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額は、報告セグメントに配賦していない本社費用であります。

２．セグメント利益は損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．セグメント資産及び負債は、 高意思決定機関が経営の意思決定上、当該情報を各セグメントに配

分していないため、記載は省略しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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報告セグメント

その他 合計保守サービス

事業

ソリューション

事業

人材サービス

事業
計

一定期間にわたっ

て認識する収益
1,671,064 12,089 900,360 2,583,515 － 2,583,515

一時点で認識する

収益
599,167 3,482,567 175,147 4,256,882 － 4,256,882

顧客との契約から

生じる収益
2,270,231 3,494,657 1,075,507 6,840,397 － 6,840,397

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上

高
2,270,231 3,494,657 1,075,507 6,840,397 6,840,397

（収益認識関係）

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当第２四半期累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年９月30日）

（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

１株当たり四半期純利益 106円21銭

（算定上の基礎）

四半期純利益（千円） 182,043

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 182,043

普通株式の期中平均株式数（株） 1,714,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要

－

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場である

ため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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